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【要  旨】  
急性心不全入院患者の凝固異常を、日本救急医学会（ JAMM）急性期 DIC 診断
基準により点数化した DIC score を用いて評価し、 DIC score と予後の関係に
ついて検討した。東京女子医科大学病院 CCU に 2007 年から 2012 年の間に急性
心不全の診断で入院した患者（ 367 人）のうち、CCU 入院時に DIC score を算出
することが可能であった 160 人を後ろ向きに検討した。 DIC score 2 点以上の
群（ 34 人）を DIC score 高値群として、 DIC score 低値群との 2 群に分けた。
両群間で入院後の総死亡を比較すると、 DIC score 高値群は入院後の生命予後
が不良であった。入院時の年齢、性別、虚血性心疾患の既往、収縮期血圧、BNP、
血清ナトリウム濃度、血清クレアチニン、 BUN、ヘモグロビン濃度、 CRP、入院
前の内服内容（ワルファリン、硝酸剤）、入院中の治療内容（静注利尿薬、血液
透析、 IABP）で多変量解析を行った結果、 DIC score 高値は入院後の総死亡、
および総死亡と心不全による再入院の複合エンドポイントの独立した規定因子
であった。 DIC score 2 点以上であることが、急性心不全入院患者の予後規定
因子となりうることが示唆された。入院時の DIC score を算出することが、急
性心不全入院患者のリスクの層別化に有用である可能性がある。  
